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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成27年11月5日(2015.11.5)

【公表番号】特表2015-512979(P2015-512979A)
【公表日】平成27年4月30日(2015.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2015-029
【出願番号】特願2014-559166(P2014-559166)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  18/76     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/40     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/79     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ   18/76     　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｇ   18/40     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   18/79     　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｊ    5/04     ＣＦＦ　

【手続補正書】
【提出日】平成27年9月9日(2015.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　・１０～８０重量％の、２００ｇ／ｍｏｌ～３０００ｇ／ｍｏｌの数平均分子量を有す
る少なくとも１種のポリオール、
・５～７０重量％の少なくとも１種の芳香族ポリイソシアネート、
・０～１５重量％の添加剤
を含有する二成分型ポリウレタン組成物であって、
ここで、該組成物は２:１～１:２のＮＣＯ：ＯＨ比を有し、該組成物は２０～３０００ｍ
Ｐａｓ（ＥＮ ＩＳＯ ２５５５、ブルックフィールド粘度計、２５℃）の粘度を有し、混
合後に相不相溶性を示し、ポリオール混合物の官能性は２.３より大きい、二成分型ポリ
ウレタン組成物。
【請求項２】
　前記混合物は、１０００ｍＰａｓ（２５℃）より低い粘度を有することを特徴とする、
請求項１に記載の二成分型ポリウレタン組成物。
【請求項３】
　ＭＤＩおよびその異性体に由来する少なくとも５０ｍｏｌ％のイソシアネート基を含有
することを特徴とする、請求項１または２に記載の二成分型ポリウレタン組成物。
【請求項４】
　２.５より大きい平均官能性を有するポリエステルポリオールおよび／または特にポリ
エーテルポリオールを、ポリオールとして使用することを特徴とする、請求項１～３のい
ずれかに記載の二成分型ポリウレタン組成物。
【請求項５】
　錯生成剤としてのポリヒドロキシ化合物を有する、第３級アミンまたはＳｎ化合物、特
にＳｎ触媒を、触媒として使用することを特徴とする、ここで、該錯生成剤は環状α－ヒ
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ドロキシケトンまたは１-アルキル-２,３,４-トリフェノールから選択される、請求項１
～４のいずれかに記載の二成分型ポリウレタン組成物。
【請求項６】
　架橋された組成物は６０℃を超えるガラス転移温度Ｔｇを有することを特徴とする、請
求項１～５のいずれかに記載の二成分型ポリウレタン組成物。
【請求項７】
　イソシアネート基の量が、カルボジイミドおよびその誘導体、特にウレトンイミンへの
反応により減少することを特徴とする、請求項１～６のいずれかに記載の二成分型ポリウ
レタン組成物。
【請求項８】
　架橋された組成物は１０００ＭＰａより高いＥモジュラスを有することを特徴とする、
請求項１～７のいずれかに記載の二成分型ポリウレタン組成物。
【請求項９】
　繊維材料を有する外部型を提供し、請求項１～８のいずれかに記載の液状二成分型ポリ
ウレタン組成物を該型中に圧力下で導入し、ここで、該組成物は相不相溶性の状態で導入
される、繊維複合材料の製造方法。
【請求項１０】
　成形品に基づいて６０％（体積％）を超える繊維割合が使用されることを特徴とする、
請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　充填された型を１２０℃以下の温度で硬化させることを特徴とする、請求項９または１
０に記載の方法。
【請求項１２】
　組成物を混合直後に脱気することを特徴とする、請求項９～１１のいずれかに記載の方
法。
【請求項１３】
　少なくとも６０％の合成繊維材料、および、請求項１～８のいずれかに記載の組成物か
ら得られる、４０％以下の架橋された二成分型ポリウレタン組成物を含有する、繊維複合
材料。
【請求項１４】
　マトリックス結合剤は６０℃を超えるＴｇを有することを特徴とする、請求項１３に記
載の繊維複合材料。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記に述べた既知の組成物は、特別の触媒を含む。これらは、イソシアネート／ＯＨ基
の架橋反応を遅れさせることを確保するためのものである。これによって、組成物の粘度
の上昇を遅れさせることができる。しかし、最終的架橋もまた減速される。さらに、この
ような触媒は、少量でのみ存在することが通常である。したがって、触媒は正確に測定さ
れた割合で配合せねばならず、そうでなければ、特性が工業生産に十分に再現されない
ためである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
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　第３級アミノ基を含有するポリオールは、組成物中に含有されないことが好ましい。こ
れらは、応用的特性を悪くする。ポリオール混合物の官能性は、２.３より大きく、特に
２.５～４である。本発明の一態様において、本発明の組成物は、２.５より大きい平均官
能性を有するポリエステルポリオールおよび／または特にポリエーテルポリオールが、ポ
リオールとして使用されるという特徴を有する。架橋密度が十分でない場合、架橋された
マトリックス結合剤は十分に機械的安定でない。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　本発明の方法は、２つの態様を含む。注入を、場合により真空補助も用いて、圧力下で
注入することにより、短時間で行うことができる（樹脂トランスファ成型（ＲＴＭ）法）
。ここで、より短い加工時間を有するが、その後、迅速な反応を示す組成物が好ましい。
別の態様において、真空の適用により型を充填する（インフュージョン法）。この態様に
おいて、長いオープンタイムが有利である。本発明に適当な組成物の粘度は低くあるべき
である。該粘度は型充填の方法条件下でわずかにのみ上昇する。本発明によれば、混合直
後の組成物の粘度は、２０～３０００ｍＰａ・ｓ（ＥＮ ＩＳＯ ２５５５、ブルックフ
ィールド粘度計、２５℃）であり、好ましくは１０００ｍＰａ・ｓ未満である。ここで、
繊維材料間の空気または気体が脱するように注入速度を選択することに注意すべきである
。
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